
「組織的な大学院教育改革推進プログラム」（大学院GP）
「理工横断型人材育成システムの再構築」
数･電・機「横断プロジェクト」 実施要綱

　（目的）
第１　「組織的な大学院教育改革推進プログラム」（大学院GP）「理工横断型人材育成システムの再構築」（以下本プログラム）により、数理情報科学・電気電子工学・機械工学（以下，数・電・機）専攻に所属する大学院生による横断プロジェクトの名の下で、複数専攻をまたぐ（横断する）優れた発想に基づく研究プロジェクトを支援する。採択されたプロジェクトには金銭的支援の可能性もこれを排除しない。このプロジェクトは広い視野と独創性を有する研究者・エンジニアの養成を行うものとする本プログラムの趣旨に則したものである。
　（応募資格）
第２　首都大学東京大学院理学研究科数学専攻および工学研究科電気工学専攻および機械工学専攻の大学院生又は首都大学東京大学院理工学研究科数理情報科学専攻，電気電子工学専攻および機械工学専攻の大学院生を対象とする。
　（応募の方法・時期等）
第３　プロジェクトの公募方法は以下の通りとする。

（１）応募は所定（横断プロジェクト申請書）の様式に従い、研究の目的、方法、その独創性などを記述した申請書を所定の期日までに理工学研究科長に提出する。

　（２）公募の時期は半期毎の年２回、前・後期の早い時期に可及的すみやかに実施する。

　（３）採択予定件数は、年度当たり２０件程度を目安とする。


　（研究期間・金額）
第４　プロジェクト期間は半年間、プロジェクト実施費の金額は１件あたり１０万円までを目安とするが、必要と認めた場合２０万円を上限として支給される場合がある。

　（選考・決定）
第５　採択提案の決定は以下の手順による。

　（１）理工学研究科長が指名する者で構成する選考委員会において選考を行う。

選考にあたり以下の要素を考慮する。各要素間の優先順位は特に定めない
プロジェクト申請書の項目３，項目４の内容に関し
1) 内容そのもの（着眼点，独創性）

2) 文章の整合性・論理性・表現力
3) 数・電・機の２専攻以上にまたがる理工横断的内容
4) 学年
　（２）理工学研究科長は、選考結果に基づき採択提案を決定する。
　（３）理工学研究科長は、採択提案を決定したときは、指導教員を通じて本人に通知する。
　（報告書の提出）
第６　プロジェクト実施費の給付を受けた者は、研究期間終了までに所定の項目からなる研究報告書を理工学研究科長宛に提出するものとする。

　報告書の内容は本プログラムのWebページなどで公開することを前提とする。
　（その他）
第７　この要綱の実施上必要な事項については、理工学研究科長が定める。
　　附　則
第１　この要綱は、平成21年12月1日から施行する。

